
　平成21年度のがん征圧
全国大会が９月11日、和
歌山市の和歌山県民文化会
館で開かれた。テーマは
「飛躍の年に高まる期待」。
乳がん・子宮頸がん検診の
一部無料化など国が様々な
対策を打ち出す中、参加し
た各支部代表や市民ら約
1200人は、検診受診率向
上をめざして啓発活動に力
を入れることを改めて確認
した。（２，３面に関連記事）
　和歌山県民総合健診セン
ターの柏井洋臣・副理事長
が「大会を機にがん征圧に
向けて心を新たにしたい」
と開会の言葉を述べ、日

県、和歌山市、和歌山県医
師会の後援を受けた。
　（詳報は12月に発行予定
の「対がん協会報・増刊
号」に掲載します）

本対がん協会
の垣添忠生会
長が「国と民
間、（対がん協
会の）本部と
支部の連携が
重要」とあい
さつした。仁
坂吉伸・和歌
山県知事、大
橋建一・和歌
山市長らが祝
辞を述べた。

財団法人 日本対がん協会
〒100－0006　東京都千代田区有楽町２－５－１　有楽町センタービル（マリオン）13Ｆ

☎（03）5218－4771　http://www.jcancer.jp/

昭和44年３月31日第三種郵便物認可

第550号
2009年（平成21年）
10月１日（毎月１日発行）

　日本対がん協会は、看護師や社会福祉士が、がん
の不安や生活の悩みの相談に電話で応じる「がんホ
ットライン」を開設しています。月～金曜の午前10
時から午後４時。相談時間は20分までで予約は不要
です。（祝日は休み）。このほか、事前の予約制で、
専門医による電話や面接の無料相談も実施中です。
予約やお問い合わせは月～金の午前10時から午後５
時までに、03－3562－8015（予約専用電話）へ。

がんホットライン  月～金  午前10時～午後4時
03－3562－7830

主
な
内
容

４～５面　がんとの闘い
　　　　　ほほえみ大使アグネスが
　　　　　聞く⑧
６～７面　2007年度がん検診実施状
　　　　　況から　子宮頸がん、市
　　　　　町村検診の支部実施率
８面　リレー・フォー・ライフ始まる

飛躍の年に高まる期待

１部70円（税抜き）

状とメダル、副賞（100万
円）が贈られた。
　今年度のがん征圧スロー
ガン「忘れない　年に一度
の　がん検診」を作った三
重県支部の本田隆志さん
と、支部職員永年勤続表彰
者を代表して和歌山県支部
の澤田将利さんがそれぞれ
表彰状を受けた。
　大会は、日本対がん協会
と和歌山県民総合健診セ
ンター（対がん協会和歌山
県支部）が主催し、厚生労
働省、日本医師会、和歌山

和歌山で
全国大会

　式典では、日本対がん協
会賞の７氏、２団体に賞状
が贈呈された。第９回朝日
がん大賞に選ばれた浅香正
博・北海道大学病院長に賞

対がん協会賞・個人の部を受賞した（左から）加藤哲郎・秋田県総合保健セン
ター長、鎌田七男・広島原爆被爆者援護事業団理事長、真田勝弘・総合病院土
浦協同病院名誉院長、添田實・宮城県塩釜医師会理事、武内久仁生・兵庫県健
康財団顧問、中村郁夫・熊本県総合保健センター名誉所長、中村良文・鳥取県
保健事業団健診センター嘱託

対がん協会賞・団体の部を受
賞した、青森県鶴田町の中野
掔司町長（左）と石川よろこび
の会の村野義昭会長。

朝日がん大賞を贈られる浅香正博・北海道大学病院長（右）



　全国大会の前日の９月
10日、シンポジウム「が
ん検診受診率、一層の向上
をめざして」が和歌山市内
のホテルで開かれた。厚生
労働省の鈴木健彦がん対策
推進室長、東北大学大学院
の大内憲明教授、福岡県す
こやか健康事業団（日本対
がん協会福岡県支部）の高
山毅・保健事業部長、富士
フイルムメディカルの岡本
昌也がん検診プロジェクト
担当が意見を交わした（司
会は日本対がん協会の小西
宏マネジャー）。

　日本のがん対策について
話した鈴木氏はまず、（進
行度にかかわらず）すべて
のがんの５年生存率をみる
と約55％で、がんが限ら
れた場所にある場合は80
％になるというデータを示
しながら「がんは早期に見
つければ非常に治る確率が
高くなる」と指摘した。
　「健康に自信がある、時
間がない、面倒だ、といっ
た検診を受けていないこと
の理由を払拭し、正しい知
識を普及しながらがん検診
への理解を促進して定期的
に検診を受けることの重要
性をアピールしなければい
けない」と訴えた。

　乳がん検診に関する大規
模研究のJ－STARTを中
心に話した大内氏は、受
診率向上もさることながら
「有効性の検証のないもの
は使えないということが大
切だ」と指摘。対がん協会
各支部も加わるこの研究に

次検診の上をいく必要のあ
る精密検査機関に乳腺専門
医が少なく、地域的な偏り
もあるのではないか」と指
摘。「今後はデジタルマンモ
グラフィーなどの機器の集
約化と、専門性のある医療
機関との連携が考えられ、
県レベルで協議してほし
い」とアドバイスした。
　鈴木氏も「そういう診療
体制を県レベルでどのよう
に組んでもらうかが重要で
（国としても）中心的な役
割を果たせる病院の整備を
進めている」と話した。
　会場から、和歌山県紀の
川市の公立那賀病院乳腺外
科の谷野裕一科長が「地域
の基幹病院に専門医が出張
して精密検査にあたればレ
ベルが上がる。それに連携
が進むとかなりカバーでき
る」と提言。もっとも一次
検診に関しては、「視触診
の医師の確保が難しいので
視触診なしの検診が考えら
れないか提案している」と
述べた。
　全国的に医師不足が問題
化する中で、視触診をする
医師の確保は大きな課題に
なっている。高山氏も「確
保できても午前中、という
医師が多く、午後１時とか
２時には帰られることが少
なくない」と、実質的な検
診時間の短さに苦慮してい
る状況を指摘した。
　討論では、視触診が果た
してきた役割には一定の評
価も出たが、現状での「受
診率50％」の達成には困
難が伴うことが浮き彫りに
なった。検診の手法につい
て今後、論議が高まる可能
性も示唆された。

ついて「マンモグラフィー
検診は世界的な標準だが、
日本人では40代の乳がん
が多く（高濃度乳房なの
で）白く写ってがんを見つ
けるのが困難。その克服の
ために超音波検査を考えて
いる」と説明した。
　その上で「受診率向上
はがん対策の基本。J－
STARTでも受診率を上げ
るための方策を多面的に探
っている」と話した。

　高山氏はがん検診の現場
をテーマに話した。福岡県
支部が支援する「ストッ
プ・ザ・がんボランティア
の会」の活動を紹介。支部
のスタッフも加わって集会
などで劇を披露してがん検
診受診を呼びかけているこ
とを説明した。
　さらに受診者に「また受
けに来たい」と思われるよ
うに、検診現場で受診者に
トラブルが起きた場合はも
ちろん、起きそうになった
と職員が気づいた「ヒヤ
リ・ハット」の場合にも報
告してもらって改善に取り
組んでいることも紹介。「受
診してよかった、また来年
も来ようよ、みんなも行こ
うよ、と言ってもらえるよ
うにしたい。それが草の根
的なアピールにつながると
考えている」と話した。

　岡本氏は、受診率の飛躍
的向上を図るための戦略的
施策「案」を披露した。
　女性特有のがん検診の一
部無料化、ピンクリボン運
動のような集中的キャンペ

ーン……。国のがん対策基
本計画が目標に掲げる「受
診率50％」の達成に向け
た様々な活動が展開されな
がらも、受診率の大幅な向
上が実現されていない現状
を報告。「問題点がたくさん
あることが指摘されるが、
問題点が多いことが問題で
はなく、問題を解決しよう
とされていないところが最
大の問題点ではないか」と
疑問を示した。
　そのうえで、「例えば大
阪の検診受診率を一気に
20％、25％に上げるには
どうするか。対がん協会の
西日本の支部の検診車を土
曜、日曜に大阪に持ってい
って一気にやってしまう。
東京だとお台場にマンモ検
診車を100台並べて一気に
やる。そんな発想があって
もいいのではないか」と提
言した。

　討論ではまず、開催地・
和歌山県から、がん検診に
携わる有田川町の保健師、
川岸洋子さんが、がん検診
日程の各戸配布や金融機
関・スーパーへのポスター
配布、子宮頸がん、乳がん
だけでなく胃がん、肺がん
の検診も無料化しながらも
受診率が伸び悩む現状を報
告した上で、「マンモグラ
フィのある医療機関が少な
く、受診環境を整えるのに
苦慮している。精密検査を
受けられる医療機関も限ら
れている」と訴えた。
　大内氏は検診の周知方法
を評価しながらも、「和歌
山はマンモグラフィーの読
影医はかなり多い。ただ一
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シンポジウム

健康に自信、時間ない
…未受診の理由払拭へ

研究の推進通じて
多面的な方策探る

土日に大阪・東京に
検診車集めて一気に検診

連携強化へ　医師不足
の中で地方は試行錯誤

「受けてよかった」と
言ってもらえる環境整備

「がん検診受診率  一層の向上をめざして」
４人の専門家が会場交えて熱く討論
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　全国大会には、日本対が
ん協会のほほえみ大使とし
て協会の活動を支援してい
る歌手のアグネス・チャン
さんも参加。「明るくさわや
かに生きる～アグネスが見
つめた命」と題して記念講
演をした。

◇
　私は2007年に乳がんの
手術を受けました。それが
きっかけで皆さんと一緒に
がん征圧運動をするように
なったんです。
　その年、日本に来て35
周年。日中国交正常化も
35周年。私が来た1972年
はパンダも来た年なんで
す。中国で平和コンサート
開いたら意味があると思っ
て打診したら人民公会堂で
の開催が決まったんです。
９月30日。一生懸命準備
しました。ところが延期し
て下さいって電話が入りま
した。ついていないなあ、
と思ったんです。でも、こ

れが違ったんですね。
　延期になったので時間が
でき、家で寝っ転がってテ
レビを見ていて右胸にさわ
ったら小さなしこりがあっ
たんです。普通だったら気
づいていないと思う。でも
その前にとても良い出会い
があったんです。リレー・
フォー・ライフです。前の
年にテレビで見てすごく感
激して、2007年に芦屋で
開かれたリレーに行きまし
た。しこりに気づく10日
ほど前のことです。
　会場で、がん体験者、サ
バイバーの皆さんを見てす
ごく感動して、だから意識
が高まっていたんですよ、
もしかしたら私も？って。
　検査結果を聞きに行く車
の中で、何で私なのよ、と
泣き出しました。薬膳料理
をやってきたし、暴飲暴食
もせず、たばこは吸わず、
お酒も飲まない。家族に乳
がんを発病した人もいな

い。子ども３人産んで
母乳で育てた。なのに
何で？
　運転する夫に怒られ
ました。「先生の話も聞
いていないのに。人は
寿命があるの、寿命が
来たら死ぬし来なかっ
たら死なない。心配し
ても仕方がない」って。

　発表後にリレーの仲間か
らメールをもらいました。
「サバイバーになったんで
すね、おめでとうございま
す。早期発見でよかったで
すね。きっと天国に行った
仲間がアグネスさんに教え
たんですよ」。それを読ん
だとき、もう号泣です。
　皆さんの前で元気でいら
れるのは早期発見だからで
す。早期発見が一人でも増
えるとがん死亡率は下がる
と思います。私は検診を受
けていませんでした。大き
な間違いでした。皆さん、
必ず検診に行って下さい。

　大会では、紀の川市ピン
クリボンキャンペーン推進
本部の吉田博子実行委員長

＝写真＝が「和歌山アピー
ル」を発表。同市の上名手
小学校の児童65人が、江
戸時代に世界で初めて全身
麻酔による乳がん摘出手術
を行った地元出身の華岡青
洲をうたった「紀の川のほ
とりで」を合唱した。

◇
　華岡青洲先生の志を引き
継いで乳がんを撲滅しよう
と、行政と市民が力を合わ
せてピンクリボンキャンペ

ーン推進本部を立ち上げま
した。乳がん検診を推進し
ながら、すべてのがんを無
くすため、一人でも多く、
検診による早期発見・早期
治療ができるよう、「みん
な連れもていこらよ」を合
言葉に受診の声かけを行い
健康で住みよいまちづくり
を目指しています。
　紀の川市では、胃・大
腸・肺・乳房の検診はすべ
て無料で、一度ですべてが
受けられるようにセットで
行っています。また実行委
員会を中心に様々な運動を
展開しています。子どもた
ちも啓発ソング「紀の川の
ほとりで」を歌って、子ど

もの立場から健診の大切さ
を伝えてくれています。
　平成19年にがん対策基
本法が施行され、今年度は
女性のがんの検診が一部無
料化されるなど、積極的な
がん対策が進められていま
す。参加されている皆様、
ご家族、親戚、ご近所、職
場の方々に「検診を受けよ
う」と伝えていこうではあ
りませんか。和歌山県はが
んで亡くなる人は全国でワ
ースト５に入っています。
この現状を改善をめざすと
ともに、和歌山県から強い
願いを込めて検診の大切さ
を全国によびかけようでは
ありませんか。

記念講演

家族に、親戚に、近所に、職場に
伝えよう検診の大切さ

乳
が
ん
体
験
を
も
と
に
早
期
発
見
の
大
切

さ
を
訴
え
る
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん

明るくさわやかに生きる～アグネスが見つめた命

　私が体調を崩すとかする
と夫はいつも怒るんです。
たぶん心配しすぎて。その
時もすごく心配したんです
ね。だから怒っているんだ
と思うと楽になりました。
　先生はすごく親切に説明
してくれました。一番近い
スケジュールで手術するこ
とになり、日程が合ったの
が10月１日。ピンクリボ
ンの日だったんです。
　ただちょっと退院が長引
いたんです。コンサート、
講演会をキャンセルしなき
ゃいけない。ということは
発表しなきゃいけない。

－和歌山アピール－



（ 4 ）	 （第三種郵便物認可） 対 が ん 協 会 報	2 009年10月1日

　－がんと宣告されると
頭が真っ白になるんです。
今までやってきたこと、今
やっていることは、死んで
しまうと意味がないのかな
って考えました。友達も、
この人生って何だったんだ
ろうって、そんな思いが先
にきたと言っていました。
　「とても大きなショック
ですね。病院の幹部とこん
なことを話します。『厳しい
病状の説明を聞いた患者さ
んやご家族は病院を出て近
くのファミレスでコーヒー
を５杯も６杯も飲みながら
呆然と過ごすんです。そう
いう医療って患者さんを大
事にしている医療だと思い
ますか』って。患者さんや
ご家族がホッとでき、落ち
着いて過ごせる空間、対話
の場所が病院内に必要じゃ
ないでしょうか」
　－患者や家族を受け止

の中で何をしているかとい
うと、患者さんの生き様の
証人になることなんです。
僕はあなたの人世のお話や
一生懸命生きていらっしゃ
る『物語』をしっかり聞い
たよ、忘れないよって」
　－お医者さんや看護師
さんとよく付き合うように
なったんですけどみんな、
すごく我慢して仕事してい
ると思います。患者さんに
気持ちがうつっていたら自
身の身がもたないから固い
甲羅をつけて温かい情けを
いっぱい持った自分を抑え
ている。一人ひとり手を取
って、頑張れ、って言いた
いけれど裸で受け止めたら
やっていけない。いっぱい
いっぱい我慢している。
　「ケアする人をどうケア
するか、高知でのセッショ
ンでも話題になりました。
医療者は合理的に論理的に
考えてしっかり治療をす
る。自己規制しないとやっ
ていけない大変さがある。
心の半分しか使っちゃいけ
ないような。気持ちをちゃ
んと出すことができ、自分
を回復する場が必要ではな
いでしょうか」
　－コミュニケーション
ができなくなることはない
のでしょうか。
　「コミュニケーションに
はインフォメーションとメ
ッセージがあると思いま
す。医療者は医療に必要な
情報、インフォメーション
をキャッチするのが仕事で
す。しかし患者さんの言葉
には同時に感謝であったり

めてくれる場、ですね。
　「医療は、少しでも科学
的根拠に基づいて様々なこ
とに対処しようとする。そ
れは大事だし、もっと広が
ってほしい。だけど患者さ
んは合理性だけで生きてい
るわけじゃない。情緒的だ
ったり直感的だったりする
面がたくさんある。病院に
行ったらいきなり合理的に
生きなくちゃいけないとな
ると息が詰まるのではない
でしょうか。絶望したり不
安に思ったり、いろんなこ
とがあるけれど、それって
人間だよね、って受け入れ
る場が必要でしょう」
　－この夏に高知で開か
れた在宅ホスピスの大会に
うかがい、先生方が死ぬこ
とについて語り合うのを聞
いて思いました。重病にな
ると死ぬことばかり考えて
しまいますが、死ぬことが

怖いとか、死ぬとどうなる
か、考えるのはよそうと。
生きている自分が現実です
からどうやって悔いのない
人生を最後まで送るのか。
　「死んだらどうなるんだ
ろうという不安と悩みの中
で人々が考えてきた知恵が
蓄積・凝縮され宗教が発展
してきたと思います。でも
『私のいのち』に関しては
私が歴史の最先端を歩いて
いる。今ここで私が病気で
苦しみながらも一生懸命生
きている。これは歴史の中
で初めて起こったこと。神
様も先に何が待ち受けてい
るか知らないと思う。むし
ろ神様は私のこの経験を通
して歴史を創造しておられ
るのではないでしょうか」
　－リレー・フォー・ラ
イフに参加して自分なりの
答えを見つけました。タス
キをつないでいて亡くなっ
た仲間のタスキは私たちが
つないでいる。私が死んだ
ら次の人、そのまた次の人
が。アグネス・チャンとい
う命にこだわっていればそ
れで終わる。生きている人
間たちという名前をつけれ
ば終わらない。命がどんど
ん回っていく。リレー・フ
ォー・ライフなんです。
　「医師や看護師、薬剤師
はできることがたくさんあ
る。でも僕たちチャプレン
（スピリチュアルケア専門
職）には直接できることは
何もない。薬を処方するこ
とはできない。僕たちのリ
ポートが治療に極端に影響
を及ぼすわけでもない。そ

　アグネス・チャン　香港生まれ。72年、「ひなげしの花」
で日本デビュー。上智大を経てカナダ・トロント大卒。
89年、米スタンフォード大教育学部博士課程に留学。教
育学博士号（Ph.D.）取得。日本ユニセフ協会大使として
のボランティア活動や文化活動など幅広く活躍している。

がんとの闘い ほほえみ大使 アグネスが聞く⑧
　「喜び、悲しみ、不安……患者さんのメッセージを聞く」

伊藤高章・桃山学院大学教員（スピリチュアルケア担当）　




